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， 

岡
山
手
習
ス
ペ
ー
ス
描
大
で
、

勉
強
に
協
力

要

、ノ

冬
休
み
か
ら
高
校
入
試
ま
で
の
週
末
、
辰
口
図
書
館
で
は
、

2
階
の
研
修
室
を
開
放
し
ま
す
。
J
A
I
S
T
学
生
な
ど
も

「監

視
員
」
と
し
て
、
協
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。
高
校
・
大
学

・
専

門
学
校
な
ど
の
受
験
生
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種
試
験
や
自
習
の
た

め
に
静
か
な
環
境
を
望
む
方
に
。ひ
っ
た
り
の
空
間
を
用
意
し
ま

す
。目

標
達
成
に
向
け
て
の

「自
分
勉
強
」
を
辰
口
図
書
館
で
し

ま
せ
ん
か
?
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岡

書館開催日時

平成23年 12月23日(金1祝)~ 27日以)

( 12月26日間 はお休み)

平成24年1月5日(木)~8 日(日)

1月14日(土)~3月4 日 (日) の毎週土・日曜日

※時間は9時~17時

己主

日
月
見
目
、
乳
幼
児
と
そ
の
続
を
対
象
に

「赤
ち
ゃ
ん
と
た
の
し
む
お
は
な
し
コ
ン
サ
l

ト
」
H

写
真
H

を
開
き
ま
し
た
。
絵
本
や
詩

集
の
朗
読
に
合
わ
せ
て
、
チ
ェ
ロ
が
奏
で
ら

れ
ま
し
た
。
朗
読
と
音
楽
の
コ
ラ
ボ
に
喜
ぶ

子
ど
も
た
ち
ゃ
感
動
的
な
詩
に
涙
を
流
す
お

母
さ
ん
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

ほ
か
に
も
、
小
さ
な
子
ど
も
を
連
れ
て
来

館
し
や
す
い
よ
う
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
オ
ル

ゴ
ー
ル
音
楽
な
ど
を
流
す
ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

デ
ィ
も
開
催
。
さ
ら
に
母
親
向
け
の
育
児
や

料
理
本
の
コ
ー
ナ
ー
を
絵
本
コ
ー
ナ
ー
の
そ

ば
に
世
く
な
ど
の
工
夫
を
し
て
い
ま
す
。

11月4日、辰口図書館ホールで、 「合格講演会成長へ

の秘訣~縁・越境・変化を大切に」と題し、北陸先端科学
たかし

技術大学院大学の知識科学研究科教授、橋本敬先生の講

演が開かれました。本格的な受験シーズンに突入する辰口

中学校3年生は、身振り手振りを交えて熱く諮る橋本先生

の話に、真剣に耳を傾けていました。

橋本先生は、 「言葉ってどこから来たんだろう」といっ

た言葉の始まりやコミュニケーションの動きを科学を用い

て研究する独特の学問を追究していることを紹介した上

で、 「自分も皆さんぐらいのころ、将来どうしょうか、何

になるのか.悩みましたJと語りかけました。

そして、小松左京さんの『復活の日』や湯川秀樹さんの『物

理の世界』といった本と出会い、科学や物理の面白さを知

って理系に進んだという体験談を語りました。

さらに、大学から大学院修士課程に進学したころ、パリ

島の文化を調べる現地調査に参加した体験を話し 「さまざ

まな大学から自分の意志で参加した学生たちと出会って刺

激を受け、博士課程に進むことを決めた」と諮しました。

そして、研究者になってからも、本や人との出会いが従

来の考え方をガラリと変え、自分の進むべき道に強く影響

を与えたことを実体験を基に分かりやすく話しました。

橋本先生は 「自分が今見ている世界よりも高くて広い視

点からものを見ている人が必ずいる.そこに行くことが成

長であり、努力をすればそこに行けるJと語りました。

そして、そのために大切にすべきこととして、 「縁Jr越境」
「変化」を挙げ、 「人と人とのつながり、人と書物とのつな

がりを大切にしてほしい。中学生や石川県人、理系や文系

といった 『枠組み~ w分類』に捉われる必要はない。縁や

機会を捉えて、これまでと違うこと、新しいことにチャレ

ンジしてほしい」と生徒たちに熱いエールを送りました。

生徒たちからは f進路のことで悩んでいたが、いろいろ

な機会に挑戦し、本当にやりたいことを見つけたいJr勉
強をやりたくないと思ったら、将来の自分を思い描いて頑

張りたいJなどと前向きな感想が聞かれました。
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